
問題 短波⻑⾚外線における変質鉱物（モンモリロナイト、カオリナイト、明ばん⽯）の分光特性から、Pic１~４（いずれも同じ場所）の ASTER 画像を

⾒てそれぞれの Pic での発⾊を述べなさい。解答にあたっては、加法混⾊の三原⾊を参考にして、中間⾊の場合は「ブルー~シアン」のように表記す

ること。 

 

 
Pic1  ⾚６：緑５：⻘４ Pic2  ⾚７：緑６：⻘５ Pic3  ⾚８：緑７：⻘６ Pic4  ⾚９：緑８：⻘７ 

※分光特性のグラフの上部数字４~９および画像下の数字 4~９は ASTER センサのバンドである。例えば「⾚ X」とは「X」バンドの反射光を「⾚⾊」に割り当てたこと

を⽰す。 

  



解説 

モンモリロナイトを例にすると、ASTER センサ４~９と反射する電磁波の波⻑との関係は以下の通り 

 
 

 

 

対応する⽮印の⾊は、⾒やすいように付けたもの

なので、右図の加法混⾊とは関係ないことに注意 ＜＜発⾊を推定する論理的な考察＞＞ 

①左図から、反射率が良い順に 4>5>7>8>6>9 

(横点線と波⻑別反射率の交点 を⾒よ) 

②Pic1 では、⾚６：緑５：⻘４、つまりセンサ 6 に⾚、セン

サ 5 に緑、センサ 4 に⻘を割り当てたことを意味する。 

③反射率は①から 4＞5＞＞6 である。つまり、反射して⾒

える⾊は、⻘＞緑＞＞⾚ 

⾔葉で表現すると、⻘が⼀番強く反射し、緑が次いで反射

するが、⾚は⻘や緑に⽐べてかなり弱いので無視する。 

④ここで加法混⾊の３原⾊図を参考にする。 

⻘(ブルー)と緑（グリーン）が強く反射するため、混⾊し

てシアンに⾒えるはず…しかし、⻘（ブルー）が⼀番強く

反射するので⻘（ブルー）寄りのシアンである。 

⑤結論 Pic1 では、ブルー~シアンで発⾊しているところ

がモンモリロナイトの分布する範囲と推論できる。 



解答 

解 答 欄 Pic1 Pic2 Pic3 Pic4 

モンモリロナイト ブルー~シアン マゼンタ グリーン ブルー~シアン 

カオリナイト ブルー~マゼンタ レッド グリーン~イエロー ブルー~シアン 

明ばん⽯ ブルー~マゼンタ レッド グリーン~イエロー ブルー~シアン 

 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


